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第第第第１１１１    教育委員会の事務の点検・評価制度教育委員会の事務の点検・評価制度教育委員会の事務の点検・評価制度教育委員会の事務の点検・評価制度    

 

 

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部改正により、平成20年度から、全ての教

育委員会は、毎年、その権限に属する事務の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、

その結果に関する報告書を作成し、議会に提出するとともに、公表しなければならないことと

されました。また、点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を有する者の知見

の活用を図ることも規定されています。 

 本町教育委員会では、この法律に基づき、教育委員会の事務の点検・評価を行い、教育行政

サービスの質の向上と効率化を進めてまいります。 

 

(参考) 地方教育行政の組織及び運営に関する法律 (平成26年 6月20日一部改正) 

 

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 

第二十六条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第一項の規定により教育長に委任された事

務その他教育長の権限に属する事務（同条第四項の規定により事務局職員等に委任された事務を含む。）

を含む。）の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これ

を議会に提出するとともに、公表しなければならない。 

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たつては、教育に関し学識経験を有する者の知見の活用 

を図るものとする。
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第２第２第２第２    教育委員会会議及び教育委員の活動教育委員会会議及び教育委員の活動教育委員会会議及び教育委員の活動教育委員会会議及び教育委員の活動    

 

１１１１    平平平平成成成成30303030 年度の教育委員会会議開催実績年度の教育委員会会議開催実績年度の教育委員会会議開催実績年度の教育委員会会議開催実績    

日  時 議案・報告等 題  目 

H30.4.24 

報告第1号 
代理行為の承認について 

・府中町教育支援委員会委員の任免について 

報告第2号 
代理行為の承認について 

・府中町社会教育委員及び府中町公民館運営審議会委員の任免について 

報告第3号 

専決処分の報告について 

・教育委員会の任免に係る職員のうち係長以下の職員の任免その他の人事に関す

ることについて 

第1号議案 府中町立小中学校共同事務処理に関する規程の一部改正について 

第2号議案 府中町学校運営協議会委員の委嘱について 

第3号議案 府中町スポーツ推進委員の委嘱について 

第4号議案 平成30年度府中町スポーツ文化活動参加費助成金交付要綱の制定について 

H30.5.15 

報告第4号 
代理行為の承認について 

・府中町いじめ防止対策推進委員会委員の委嘱及び任命について 

報告第5号 
平成30年第2回府中町議会定例会に報告される教育委員会関係の専決処分につ

いて 

第5号議案 
平成30年第2回府中町議会定例会に提案される教育委員会関係の議案等に対す

る意見について 

第6号議案 平成31年度に小・中学校で使用する教科用図書の採択基本方針について 

第7号議案 府中町幼稚園就園奨励費補助金交付要綱の一部改正について 

H30.6.27 

報告第6号 

代理行為の承認について 

・付議事件に関する意見聴取について 

  平成30年第2回府中町議会定例会 

    第30号議案 平成30年度府中町一般会計補正予算（第2号） 

第8号議案 府中町子どもの読書活動推進計画（第二次）の策定について 
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日  時 議案・報告等 題  目 

H30.7.24 － 教育長報告のみ 

H30.8.21 

第 9号議案 平成29年度教育委員会事務点検評価・報告書について 

第10号議案 
平成30年第4回府中町議会定例会に提案される教育委員会関係の議案等に対す

る意見について 

第11号議案 平成31年度に小・中学校で使用する教科用図書の採択について 

第12号議案 平成31年度に特別支援学級で使用する教科用図書の採択について 

H30.9.25 

報告第7号 
代理行為の承認について 

・府中町教育支援委員会委員の任命及び顧問の委嘱について 

報告第8号 

代理行為の承認について 

・付議事件に関する意見聴取について 

  平成30年度第4回府中町議会定例会 

    第41号議案 平成30年度府中町一般会計補正予算（第4号） 

    第54号議案 平成29年度府中町歳入歳出決算の認定について 

報告第9号 
代理行為の承認について 

・合同訓令の一部改正について 

H30.10.23 第 13号議案 府中町就学援助費支給要綱の一部改正について 

H30.11.27 

報告第10号 府中公民館等改築事業の基本設計中間報告について 

第14号議案 
平成30年第5回府中町議会定例会に提案される教育委員会関係の議案等に対す

る意見について 

H30.12.21 報告第11号 

代理行為の承認について 

・付議事件に関する意見聴取について 

  平成30年第5回府中町議会定例会 

    第56号議案 平成30年度府中町一般会計補正予算（第5号） 

    第63号議案 府中町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関す

る条例の一部改正について 

    第64号議案 府中町職員の給与に関する条例の一部改正について 

H31.1.22 － 教育長報告のみ 

H31.2.26 

第 15号議案 学校医等の委嘱について 

第16号議案 
平成31年第1回府中町議会定例会に提案される教育委員会関係の議案等に対す

る意見について 
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日  時 議案・報告等 題  目 

H31.3.15 

報告第12号 

代理行為の承認について 

・県費負担教職員（校長、教頭、総括事務長及び事務長）の任免その他の人事に

関して県教育委員会へ内申を行うことについて 

報告第13号 

専決処分の報告について 

・県費負担教職員（校長、教頭、総括事務長及び事務長を除く教職員）の任免そ

の他の人事に関して県教育委員会へ内申を行うことについて 

第17号議案 
教育委員会及び教育委員会の所管に属する学校その他の教育機関の職員の任免

その他の人事について 

H31.3.26 

報告第14号 

代理行為の承認について 

・付議事件に関する意見聴取について 

  平成31年第1回府中町議会定例会 

    第1号議案  平成30年度府中町一般会計補正予算（第7号） 

    第4号議案  平成31年度府中町一般会計予算 

    第10号議案 府中町職員の給与に関する条例の一部改正について 

    第11号議案 府中町退職手当基金の設置、管理及び処分に関する条例

の廃止について 

報告第15号 
代理行為の承認について 

・合同訓令の一部改正について 

第18号議案 府中町学校運営協議会規則の一部改正について 

第19号議案 平成30年度府中町スポーツ文化活動参加費助成金交付要綱の一部改正について 

第20号議案 府中町情報公開・個人情報保護審査会委員の任命の同意について 
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２２２２    平成平成平成平成30303030 年度の教育委員活動実績年度の教育委員活動実績年度の教育委員活動実績年度の教育委員活動実績    

    

日  時 場  所 内  容 

H30.4.9 
府中町立小学校（5校） 

府中町立中学校（2校） 

府中町立小学校入学式 

府中町立中学校入学式 

H30.4.16 

H30.4.19 

H30.4.20～21 

H30.4.28 

H30.5.7 

H30.5.9 

府中北小学校 

府中東小学校 

府中小学校 

府中南小学校 

府中中学校 

府中緑ケ丘中学校 

府中町立小中学校授業参観 

H30.5.12 

H30.5.26 

H30.5.26 

H30.5.26 

H30.5.26 

H30.5.26 

府中中学校 

府中小学校 

府中南小学校 

府中中央小学校 

府中東小学校 

府中北小学校 

府中町立小中学校運動会 

H30.5.29 メルパルク広島（広島市） 広島県市町教育委員会連合会定期総会 

H30.6.14 

H30.6.20 

H30.6.21 

H30.6.23 

府中中央小学校 

府中東小学校 

府中小学校 

府中南小学校 

府中町立小学校授業参観 

H30.7.7 くすのきプラザ（府中町） 家庭教育フォーラム 

H30.8.3 くすのきプラザ（府中町） 府中町教職員研究大会 

H30.8.18 くすのきプラザ（府中町） 府中セミナー 

H30.9.5 府中南小学校 安全マップ発表会 

H30.9.8 府中緑ケ丘中学校 府中緑ケ丘中学校体育祭 

H30.9.7 

H30.9.13 

H30.9.18 

H30.9.21 

H30.9.27 

府中北小学校 

府中小学校 

府中中央小学校 

府中東小学校 

府中南小学校 

府中町立小学校授業参観 

（道徳参観・食育参観） 
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日  時 場  所 内  容 

H30.10.1 府中小学校 防災授業（りゅうせん幼稚園長の講話）・食育参観 

H30.10.16 府中南小学校 広島県特別支援教育研究大会安芸大会 

H30.10.17 府中東小学校 府中中学校区公開研究会 

H30.10.20 府中中央小学校 学習発表会 

H30.10.23 メルパルク広島（広島市） 平成30年度広島県市町教育委員会教育委員研修会 

H30.10.27 
府中中学校 

府中緑ケ丘中学校 
文化祭 

H30.11.1 

～H30.11.7 
府中緑ケ丘中学校 いつでも参観日 

H30.11.2 
江田島市教育委員会 他 

（江田島市） 
平成30年度広島県女性教育委員グループ第2回研修会 

H30.11.2 府中南小学校 パブリックデー 

H30.11.17 府中小学校 府中小学校学習発表会 

H30.11.17 府中東小学校 東っ子発表会 

H30.11.17 府中北小学校 府中北小学校学習発表会 

H30.11.21 

～H30.11.22 
大阪市中央公会堂 他 全国市町村教育委員会研究協議会 

H30.11.29 府中緑ケ丘中学校 府中緑ケ丘中学校オープンスクール 

H31.1.14 くすのきプラザ（府中町） 平成30年度府中町成人式 

H31.1.15 府中中央小学校 府中中央小学校創立５０周年記念行事 

H30.1.25 府中中央小学校 府中緑ケ丘中学校区公開研究会 

H31.1.26 府中南小学校 府中南小学校授業参観 

H31.2.1 府中町役場 府中町長意見聴取 

H31.2.7 府中緑ケ丘中学校 府中緑ケ丘中学校道徳参観 
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日  時 場  所 内  容 

H31.2.15 府中小学校 府中小学校授業参観 

H31.2.14 くすのきプラザ（府中町） 志を育てる教育講演会 

H31.2.15 くすのきプラザ（府中町） ともに展 

H31.2.20 府中南小学校 府中南小学校授業参観 

H31.2.23 くすのきプラザ（府中町） 「家庭の日」作文入選者表彰式 

H31.3.2 府中南公民館 ふちゅうみなみフェスタ 

H31.3.6 広島県庁（広島市） 平成30年度広島県女性教育委員グループ第3回研修会 

H31.3.9 府中町立中学校（2校） 府中町立中学校卒業式 

H31.3.20 府中町立小学校（5校） 府中町立小学校卒業式 
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第３第３第３第３    評価の方法評価の方法評価の方法評価の方法    

 

 

１１１１    施策の目標施策の目標施策の目標施策の目標    

   「施策の目標」には何のために当該施策を行うのか、どのように行うのかを記入してい

ます。 

 

２２２２    取組みと成果取組みと成果取組みと成果取組みと成果    

   ねらいや目標達成のためにどのような取組みを行ったか、その結果どのような成果があ

ったかを記入しています。 

 

３３３３    自己評価自己評価自己評価自己評価    

（１） 必要性 

    現在の町民ニーズや社会経済情勢に照らして、事業の必要性があるかどうか、状況の

変化に対応しているかどうかを評価します。 

（２） 有効性 

    教育施策や運営方針にどの程度寄与しているかを評価します。 

（３） 目標達成度 

    目標の達成状況を評価します。併せて、目標の設定水準が適切かどうかも検討します。 

（４） 総合評価 

    各評価項目を勘案し、４段階総合評価を行います。 

Ａ  ねらいや目標は、十分達成された。 

Ｂ  ねらいや目標は、ほぼ達成された。 

Ｃ  ねらいや目標は、十分達成できなかった。 

Ｄ  ねらいや目標は、まったく達成できなかった。 

 

４４４４    課題と今後の方向性課題と今後の方向性課題と今後の方向性課題と今後の方向性    

   今後の課題や問題点などについて、課題や問題点を明確にします。    
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第４第４第４第４    主要施策の評価主要施策の評価主要施策の評価主要施策の評価    

 

        １１１１    あいさつあいさつあいさつあいさつ    感謝感謝感謝感謝    志志志志    をををを柱とした学校教育の推進柱とした学校教育の推進柱とした学校教育の推進柱とした学校教育の推進    

   （１）信頼される学校教育の確立 

（２）社会を生き抜く力の育成 

            （３）志を持ち未来へ挑戦する児童生徒の育成    

         （４）学校・家庭・地域が協働した児童生徒の教育の推進 

   （５）児童生徒一人一人の自立を目指した就学支援の充実    

        ２２２２    学び合い生きがいを育む社会教育の充実学び合い生きがいを育む社会教育の充実学び合い生きがいを育む社会教育の充実学び合い生きがいを育む社会教育の充実    

（１）生涯各期に応じた学習機会の提供 

            （２）芸術・文化の普及・振興 

   （３）スポーツの振興    

        ３３３３    安心・安全で質の高い教育環境の整備安心・安全で質の高い教育環境の整備安心・安全で質の高い教育環境の整備安心・安全で質の高い教育環境の整備    

（１）安心・安全で質の高い教育環境の整備    
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１１１１    あいさつあいさつあいさつあいさつ    感謝感謝感謝感謝    志志志志    を柱とした学校教育のを柱とした学校教育のを柱とした学校教育のを柱とした学校教育の推進推進推進推進    

（１）信頼される学校教育の確立（１）信頼される学校教育の確立（１）信頼される学校教育の確立（１）信頼される学校教育の確立    

    アアアア    施策の目標施策の目標施策の目標施策の目標    

 「府中町学校運営等についての調査検討委員会」の答申を受け、信頼される学校教育を確立するため、教職

員の意識改革を図るとともに、学校の教員と児童生徒及び保護者との間で十分なコミュニケーションを図れる

学校体制を構築し、改善策に取組みます。 

【評価基準】 平成30年度目標値 

①「学校の教育を信頼（満足）している」89.0%  

②「先生はあなたのよいところを認めてくれている」（小学校89.0% 中学校85.0％）  

③「子どもと向き合う時間が確保されている」75.0％ 

 Ａ：①各学校が実施する保護者アンケートの「学校の教育を信頼（満足）している」に対し肯定的な回答を

する保護者の割合、②「全国学力・学習状況調査」の児童生徒質問紙調査における質問項目「先生はあ

なたのよいところを認めてくれている」に対し肯定的な回答をする児童・生徒の割合、③県教委が実施

する「学校の業務改善に係るアンケート」の「子どもと向き合う時間が確保されている」と感じる教員

の割合が４項目で目標値を達成している。（４項目とは「学校教育を信頼している」小中学校、「よいと

ころを認めてくれている」小学校、「よいところを認めてくれている」中学校、「子どもと向き合う時間

が確保されている」小中学校とする。） 

 Ｂ：目標値を達成した項目が３項目である。 

 Ｃ：目標値を達成した項目が２項目である。 

 Ｄ：目標値を達成した項目が1項目以下である。 

    イイイイ    取組と成果取組と成果取組と成果取組と成果    

（ア）取組 

○教職員の意識改革・資質能力の向上を図る研修の充実 

○多様な目で指導、支援、援助、点検・評価する仕組み作り 

○学校と連携・協力・情報共有を緊密に行う体制整備 

（イ）成果 ※（ ）内は目標値との差 

質問項目 小学校 中学校 小中学校 

① 学校の教育を信頼している 93.9(＋4.9) 91.1(＋2.1) 93.1(＋4.1) 

② よいところを認めてくれている 89.9(＋0.9) 86.1(＋1.1) 88.9 

③ 向き合う時間が確保されている 87.8(＋12.8) 82.7(＋7.7) 86.3(＋11.3) 
 

ウウウウ    自己評価自己評価自己評価自己評価    

総合評価 Ａ  

理  由 

保護者へのアンケート調査による「学校の教育を信頼（満足）している」の肯定的な回答、児

童生徒の「全国学力・学習状況調査」の「先生はあなたのよいところを認めてくれている」の肯

定的な回答、教職員への業務改善アンケートの「子どもと向き合う時間が確保されている」の

肯定的な回答は、すべて目標値を上回りました。 

    エエエエ    課題と今後の方向性課題と今後の方向性課題と今後の方向性課題と今後の方向性    

児童生徒と向き合う時間を確保して教育の質を高めようとする取組が、学力向上・生徒指導両面で成果を上

げてきています。 

引き続き、信頼される学校教育を確立するため、コミュニティ･スクールの実働化を図るとともに、先生方

の意見を聞きながら共に働き方改革をすすめ、町内各小中学校の組織的な運営を一層推進します。 
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（２）社（２）社（２）社（２）社会を生き抜く力の育成会を生き抜く力の育成会を生き抜く力の育成会を生き抜く力の育成    

    アアアア    施策の目標施策の目標施策の目標施策の目標    

 社会を生き抜く力を身に付けるため、知・徳・体のバランスのとれた「基礎・基本」を確実に定着し、他者

と協働して主体的に学ぶ児童生徒の育成を図ります。そのため、教職員の指導力の向上を図るとともに、児童

生徒一人一人に応じた指導を行うため、組織的な指導体制を確立します。 

【評価基準】 平成30年度目標値・・・広島県平均より５ポイント上回ること。 

 Ａ：全国学力・学習状況調査（以下「全国」）の教科に関する調査の結果（全10項目）のうち、５項目以上で目標

値を達成している。 

 Ｂ：「全国」の教科に関する調査の結果において、３項目以上で目標値を達成している。 

 Ｃ：「全国」の教科に関する調査の結果において、２項目以上で目標値を達成している。 

 Ｄ：「全国」の教科に関する調査の結果において、目標値を達成しているのは1項目以下。 

    イイイイ    取組と成果取組と成果取組と成果取組と成果    

（ア）取組 

 ・各中学校区の「小・中学校教職員が協同で実施する研究組織」による小中連携の推進 

 ・授業改善の進捗状況確認のための各校教務主任・研究主任対象合同研修会の実施 

 ・各中学校区の研究成果を公開する公開研究会の開催 

（イ）成果（平成30年度） 

★全国学力・学習状況調査 

小

学

校 

 県 府中町 差 

 

中

学

校 

 県 府中町 差 

国Ａ 73 76 ＋3 国Ａ 76 78 ＋2 

国Ｂ 59 64 ＋5 国Ｂ 61 64 ＋3 

算Ａ 66 71 ＋5 数Ａ 66 71 ＋5 

算Ｂ 54 57 ＋3 数Ｂ 46 49 ＋3 

理 63 66 ＋3 理 66 68 ＋2 

     

ウウウウ    自己評価自己評価自己評価自己評価    

総合評価 Ｂ 

理  由 「全国学力・学習状況調査」の結果において、全10項目のうち３項目で目標を達成しました。 

    エエエエ    課題と今後の方向性課題と今後の方向性課題と今後の方向性課題と今後の方向性    

 「基礎・基本」の児童生徒質問紙調査における質問項目「なぜだろう、やってみたいと思う（課題の設

定）」での肯定的回答が小学校で82.2%、中学校で74.1%であり、小・中学校教職員が共同で実施する研究活動

の成果が生かされ、主体的な学びが促進されていると考えられます。 

義務教育９年間における児童生徒の発達の段階に応じた系統性を踏まえた教育課程を理解し、課題設定や導

入の工夫を充実させ、授業改善を進めます。 
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（（（（３３３３）志を持ち未来へ挑戦する児童生徒の育成）志を持ち未来へ挑戦する児童生徒の育成）志を持ち未来へ挑戦する児童生徒の育成）志を持ち未来へ挑戦する児童生徒の育成    

    アアアア    施策の目標施策の目標施策の目標施策の目標    

 社会の中で自己実現を図るために、自分を大切にし、志を持って夢へ挑戦し、学び続ける力を持つ児童生徒
を育成します。 

【評価基準】 平成30年度目標値・・・小学校82.0％ 中学校72.0％ 

Ａ：「基礎・基本」の児童生徒質問紙調査における質問項目「将来の夢や目標はかなうと思う。」（以下「将来

に関する質問項目」）に対し肯定的な回答をする児童生徒の割合が小中ともに目標値を達成している。 

Ｂ：「将来に関する質問項目」に対し肯定的な回答をする児童生徒の割合が、小中いずれかが目標値を達成し

ていないが前年度を上回っている。 

Ｃ：「将来に関する質問項目」に対し肯定的な回答をする児童生徒の割合が、小中いずれも目標値を達成して

いないが前年度を上回っている。  
Ｄ：「将来に関する質問項目」に対し肯定的な回答をする児童生徒の割合が、小中いずれも目標値を達成して

おらず、前年度も下回っている。 

    イイイイ    取組と成果取組と成果取組と成果取組と成果    

（ア） 取組 

・児童生徒に将来の夢や仕事について考えさせ、社会の第一線で活躍する大人の姿を見せ、夢の実現に向か

い挑戦する気持ちを育てる「志を育てる教育」の推進 

・中学校生徒会執行部を対象としたリーダー研修会の実施 

・学校間連携加配教員や外国人指導助手を活用した外国語活動及び英語の授業の充実により、広い視野を持

ち、異なる文化を理解するとともに、違いを尊重し共に生きるための態度や能力の育成による「国際化に

対応した教育」の推進 

・ＩＣＴの活用により実現が容易となる「視覚化」「共有化」「試行の繰り返し」等を生かした授業改善等「情

報化に対応した教育」の推進 

（イ） 成果 
 「基礎・基本」定着状況調査「児童生徒質問紙調査」結果から  ※（ ）内は目標値との差 

項  目 
肯定的な回答の割合（％） 

H29 H30 対前年増減 

将来の夢や目標はかなうと思う。 
小学校 82.7(＋0.7) 87.4(＋5.4) ＋4.7 

中学校 65.0(△7.0) 68.9(△3.1) ＋3.9 

                    ※県平均（H30） 小学校82.3％ 中学校66.6％ 

    ウウウウ    自己評価自己評価自己評価自己評価    

総合評価 Ｂ 

理  由 
「将来の夢や目標はかなうと思う。」と肯定的に回答する児童生徒の割合は小中学校とも前

年度を上回りましたが、目標値を達成したのは小学校のみでした。 

    エエエエ    課題と今後の方向性課題と今後の方向性課題と今後の方向性課題と今後の方向性    

 中学校は目標値を達成しませんでしたが、社会に貢献しようとする「人の役に立つ人間になりたい」という
「全国学力学習状況調査」の質問に対し肯定的に回答した生徒の割合は95.5%で、前年度を1.5％上回ってい
ます。 

 小学 6 年生でのドリームナビゲーションの作成、中学 2 年生での「志を育てる教育」講演会の取組や生徒
会執行部を対象とした志を育てるリーダー研修会が小中学校に定着し、少しずつ児童生徒に将来の夢や仕事に
ついて考え、夢の実現に向かって挑戦する気持ちが育まれていると考えています。 
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（（（（４４４４）学校・家庭・地域が協働した児童生徒の教育の推進）学校・家庭・地域が協働した児童生徒の教育の推進）学校・家庭・地域が協働した児童生徒の教育の推進）学校・家庭・地域が協働した児童生徒の教育の推進    

    アアアア    施策の目標施策の目標施策の目標施策の目標    

 開かれた学校・信頼される学校を目指して、学校・家庭・地域が協働して教育する仕組みづくりを推進し、

学校・家庭・地域が目標を共有し、一体となって児童生徒の教育を推進します。 

【評価基準】平成30年度目標値・・・町内全７校にコミュニティ・スクールを導入し、肯定的回答が89.0％

以上 

 

 Ａ：保護者アンケート等で、「学校の教育を信頼（満足）している」の肯定的回答の目標値をすべての学校

が達成している。 

 Ｂ：「学校の教育を信頼（満足）している」の肯定的回答の目標値を４校以上が達成している。 

 Ｃ：「学校の教育を信頼（満足）している」の肯定的回答の目標値を２校以上が達成している。 

 Ｄ：「学校の教育を信頼（満足）している」の肯定的回答の割合が80％以下の学校がある。 

 

    イイイイ    取組と成果取組と成果取組と成果取組と成果    

（ア） 取組 

・地域の力を学校教育に生かすコミュニティ・スクール導入の推進 

・積極的な情報発信や文化・スポーツ等に関する地域の人材の活用 

・ホームページや学校だより等による学校の情報発信 

（イ） 成果 

 ・平成30年度から町内全７校でコミュニティ・スクールを導入した。 

 ・「学校の教育を信頼（満足）している」と答えた保護者の割合は 7 校平均 93.1％で、全校で目標値を上回

った。 

項  目 
肯定的な回答の割合（％） 

H29 H30 対前年増減 

学校の教育を信頼している 91.1 93.1 ＋2.0 
 

    ウウウウ    自己評価自己評価自己評価自己評価    

総合評価 Ａ 

理  由 

 平成30年度から町内全７校でコミュニティ・スクールを導入しました。 

保護者へのアンケート調査による「学校の教育を信頼（満足）している」については、全校

で目標値を上回りました。 

    エエエエ    課題と今後の方向性課題と今後の方向性課題と今後の方向性課題と今後の方向性    

 保護者が「学校の教育を信頼（満足）している」と肯定的に回答する割合が平均すると93.1％となり、町

内全７校で目標値を上回りました。 

今後も町内すべての学校の教育が信頼され、児童生徒が安心して通える学校、保護者・地域が児童生徒を安

心して通わせることのできる学校であるため、今後も保護者・地域と積極的に連携を図り、コミュニティ・ス

クールの制度を最大限に活かしながら地域とともにある学校づくりを推進します。 
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（（（（５５５５））））児童生徒一人一人の自立を目指した就学支援の充実児童生徒一人一人の自立を目指した就学支援の充実児童生徒一人一人の自立を目指した就学支援の充実児童生徒一人一人の自立を目指した就学支援の充実    

    アアアア    施策の目標施策の目標施策の目標施策の目標    

教育の機会均等を実現するため、児童生徒一人一人の自立を目指した就学支援の充実を図ります。また、児
童生徒一人一人に応じた支援により、生きる力を育成します。 
【評価基準】 平成30年度目標値・・・小学校86.0％ 中学校73.0％ 
 

 Ａ：「基礎・基本」の児童生徒質問紙調査において、質問項目「授業がよくわかる。」（以下「授業に関する

質問項目」）に対し肯定的な回答をする児童生徒の割合が小中ともに目標値を達成している。 

Ｂ：「授業に関する質問項目」に対し肯定的な回答をする児童生徒の割合が、小中いずれかが目標値を達成

している。 

Ｃ：「授業に関する質問項目」に対し肯定的な回答をする児童生徒の割合が、小中いずれも目標値を達成し

ていないが、県平均はいずれかが上回っている。 

Ｄ：「授業に関する質問項目」に対し肯定的な回答をする児童生徒の割合が、小中いずれも目標値を達成し

ておらず、県平均も下回っている。 

    イイイイ    取組と成果取組と成果取組と成果取組と成果    

ウウウウ    自己評価自己評価自己評価自己評価    

総合評価 Ｂ 

理  由 
「授業はよくわかる。」の設問に対し、肯定的に回答した児童生徒の割合は、中学校が目標

値を1.7％上回りましたが、小学校は 4.3％下回りました。 

    エエエエ    課題と今後の方向性課題と今後の方向性課題と今後の方向性課題と今後の方向性    

平成 29年度からのスクール・カウンセラーの配置時間増により、相談活動に加え授業参観を行うことが可

能となり、問題行動や不登校、適応に困難を抱える児童生徒に対して、困り感の早期発見・対応が可能になり

ました。その結果、不登校の人数、日数が減少すると共に、学校全体での計画的な支援へとつなげることがで

きるようになり、通級指導教室の開設にもつながりました。 

今後も支援を必要としている児童生徒への早期の対応・予防的な指導が可能となるよう、スクール・カウン

セラーやスクール・ソーシャルワーカーの配置、青少年教育相談員及び学校生活・学習支援員による教育相談

及び学習支援、教育支援員による一人一人の障害の状態や発達の段階に応じた支援を充実させます。 

    

（ア）取組 

・特別支援教育の考え方を生かした授業改善、個に応じた指導 

・青少年教育相談員及び学校生活・学習支援員による教育相談及び学習支援 

・教育支援員による一人一人の障害の状態や発達の段階に応じた支援 

・スクール・カウンセラーやスクール・ソーシャルワーカーの配置 

 

項  目 
肯定的な回答の割合（％） 

H29 H30 対前年増減 

授業はよくわかる。 
小学校(国算理平均) 86.1(＋0.1) 81.7(△4.3) △4.4 

中学校(国数理英平均) 77.1(＋5.1) 74.7(＋1.7) △2.4 

（イ）成果  ※（ ）内は目標値との差 

                  ※県平均（H30） 小学校85.7％ 中学校75.4％ 
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２２２２    学び合い生きがいを育む社会教育の充実学び合い生きがいを育む社会教育の充実学び合い生きがいを育む社会教育の充実学び合い生きがいを育む社会教育の充実    

（１）生涯各期に応じた学習機会の提供（１）生涯各期に応じた学習機会の提供（１）生涯各期に応じた学習機会の提供（１）生涯各期に応じた学習機会の提供    

アアアア    施策の目標施策の目標施策の目標施策の目標    

生涯各期に対応した学習機会の充実を図ります。公民館では、学習活動で得た成果をボランティア活動

や地域の指導者として生かす仕組みづくりを目指します。図書館では、生涯学習社会の情報基盤として、

一人一人の学習を支援し、地域に密着した愛される図書館となるため、ボランティア育成を継続して推進

するとともに、幼児期からの読書活動支援や小学校等への出前講座を実施します。 

【評価基準】  平成 30 年度目標値・・・1,086 件 
１０年後（平成３７年度）の目標値を現状の施設の利用状況等を勘案し、１，１１０件とし、現状値からそれを５年で平均的

に達成できるよう単年度の目標値とする。 

Ａ：生涯学習活動数の目標値を達成した。  

Ｂ：生涯学習活動数の目標値に対し達成率 97.5％以上 100％未満達成した。 

Ｃ：生涯学習活動数の目標値に対し達成率 95％以上 97.5％未満達成した。 

Ｄ：生涯学習活動数の目標値に対し達成率 95％未満達成した。 

イイイイ    取組と成果取組と成果取組と成果取組と成果    

（ア）取組 

ａ公民館活動事業 － 公民館活動グループの地域還元事業などの実施 

 ｂ図書館活動事業 － 図書館利用案内講座などの実施 
（イ）成果（※印が評価基準となる項目） 

ａ公民館活動事業 
・生涯学習活動数（公民館） 

（件） Ｈ２９ Ｈ３０ 対前年増減 

公民館 計 ※ １，４１４ １，３１３ △１０１ 

・公民館活動グループの地域還元事業「学習ボランティア（府中公民館）」「１グループ１ボランティア（南公民館）」の実施 

（人） Ｈ２９ Ｈ３０ 対前年増減 

公民館合計 ２，９６４(１３９回) ２，９７４(９８回) １０(△４１回) 

ｂ図書館活動事業 
・生涯学習活動数（図書館） 

（件） Ｈ２９ Ｈ３０ 対前年増減 

図書館  ※ ２８ ２８ 0 

・図書館利用データ 

 Ｈ２９ Ｈ３０ 対前年増減 

入館者数 ２４２，６２７人 ２２１，８４０人 △２０，７８７人 

年間貸出冊数 ３００，９４８冊 ２８０，７６３冊 △２０，１８５冊 

利用登録者数 ２８，７７５人 ２９，９１３人 １，１３８人 

蔵書冊数（雑誌除く） ９９，９３９冊 １０１，３７４冊 １，４３５冊 

図書購入冊数（雑誌除く） ３，５２６冊 ３，５３１冊  ５冊 

  ・図書館での事業 

図書館利用講座、図書館まつり、ボランティア養成講座、おはなし会、子ども司書などの実施 

また、学校との連携を図り、中学生・高校生にボランティア活動の場を提供しました。学区外

の小学校への団体貸出を推進し、児童の読書活動の推進を図りました。 

ウウウウ    自己評価自己評価自己評価自己評価    

総合評価 Ａ 

理  由 
生涯学習活動数（公民館・図書館）の目標値を達成しました。 

達成率１２３．５％（１，３１３＋２８＝１，３４１／１，０８６） 

エエエエ    課題と今後の方向性課題と今後の方向性課題と今後の方向性課題と今後の方向性    

 公民館では、学びの成果を地域へ還元するため、今後もボランティアの更なる発掘・育成に努めます。 
図書館では、利用者からの予約・リクエストの把握に努めるとともに、ニーズを踏まえながら蔵書の鮮度

を保ち、入館者数・年間貸出冊数の維持に努めます。また、引き続き学校との連携を強め、ボランティア活
動の場を提供し、児童の読書活動の推進を図ります。 
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（（（（２２２２））））    芸術・文化の普及・振興芸術・文化の普及・振興芸術・文化の普及・振興芸術・文化の普及・振興    

アアアア    施策の目標施策の目標施策の目標施策の目標    

文化レベルの高い地域づくりに資するため、町内における芸術・文化活動の推進にとどまらず、町民

に様々な文化に触れていただくためのイベントや公演等の開催を目指します。また、文化財の保存と活

用の推進に努めます。 

【評価基準】  平成 30 年度目標値・・・451 人 
１０年後（平成３７年度）の目標値を参加者及び活動者の状況等を勘案し、５１０人とし、現状値からそれを平均的に達成で

きるよう単年度の目標値とする。 

 

Ａ：芸術文化イベント参加者数及び活動者数の目標値を達成した。  

Ｂ：芸術文化イベント参加者数及び活動者数の目標値に対し達成率 90％以上 100％未満達成した。 

Ｃ：芸術文化イベント参加者数及び活動者数の目標値に対し達成率 80％以上 90％未満達成した。 

Ｄ：芸術文化イベント参加者数及び活動者数の目標値に対し達成率 80％未満達成した。 

イイイイ    取組と成果取組と成果取組と成果取組と成果    

（ア）取組 

 ａ芸術・文化活動の発表の場の提供 

ｂイベント・講演会等の開催 

ｃ府中町の歴史・文化財の普及・啓発 

 

（イ）成果（※印が評価基準となる項目） 

 ａ芸術・文化活動の発表の場の提供 

   ・あきふちゅう文化協会会員数 

（人） Ｈ２9 Ｈ３０ 対前年増減 

会員数 ※ ２９２    ２９４      ２ 

   ・あきふちゅう文化協会主催「芸術祭」及び「作品展」の開催 

（人） Ｈ２９ Ｈ３０ 対前年増減 

入場者計 １，５７２ １，３１５ △２５７ 

 ｂイベント・講演会等の開催 

 ・府中セミナーの開催 

（人） Ｈ２９ Ｈ３０ 対前年増減 

参加者 １，００９ ９４１ △６８ 

ｃ府中町の歴史・文化財の普及・啓発 

 ・｢ふるさと再発見講座（まちの歴史アラカルト）｣の開催 

  （人） Ｈ２９ Ｈ３０ 対前年増減 

ふるさと再発見講座 ※ １１７    １２５    ８ 
 

ウウウウ    自己評価自己評価自己評価自己評価    

総合評価 Ｂ 

理  由 

芸術文化イベント参加者数及び活動者数（文化協会会員数とふるさと再発見講座参加者

数の和）が目標値を下回りました。 

達成率９２．９％（２９４＋１２５＝４１９/４５１） 

エエエエ    課題と今後の方向性課題と今後の方向性課題と今後の方向性課題と今後の方向性    

芸術・文化活動を今後も継続・拡大し、高い文化レベルを追及するため、あきふちゅう文化協会への

新たな団体の加盟や既存の加盟団体への新規会員募集など地道な広報活動を行う必要があります。ま

た、ふれあいイベント、青年層向けのイベントの開催などの検討も必要です。 

府中セミナーにおいては、時代のニーズに添った魅力ある講師を招き、参加者数を減少させない工夫

が必要です。 

文化財保護においては、普及・啓発事業では開催内容や開催時期を工夫して参加者増を図るととも

に、町内の重要な文化財（特に古代山陽道の駅家が有力視される下岡田遺跡）の保護・活用も併せて進

めていく必要があります。 
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（３）スポーツの振興（３）スポーツの振興（３）スポーツの振興（３）スポーツの振興    

アアアア    施策の目標施策の目標施策の目標施策の目標    

 多種多様な町民の生涯学習活動を支援するため、社会体育施設等の活用を促進します。 

町民の健康・体力づくりのための事業を推進し、生涯スポーツ拠点施設とするため、体育施設等の積極

的な活用を行います。 

【評価基準】  平成 30 年度目標値・・・398,500 人 
１０年後（平成３７年度）の目標値を現状の施設の利用状況等を勘案し、４００，０００人とし、現状値からそれを平均的に

達成できるよう単年度の目標値とする。 

 

Ａ：社会体育施設等の年間利用者数の目標値を達成した。  

Ｂ：社会体育施設等の年間利用者数の目標値に対し達成率 97.5％以上 100％未満達成した。 

Ｃ：社会体育施設等の年間利用者数の目標値に対し達成率 95％以上 97.5％未満達成した。 

Ｄ：社会体育施設等の年間利用者数の目標値に対し達成率 95％未満達成した。 

イイイイ    取組と成果取組と成果取組と成果取組と成果    

（ア）取組 

ａ社会体育施設等の活用 

ｂスポーツ・レクリエーション活動の機会の拡充 

ｃスポーツ団体の育成・指導者の養成 

ｄ総合型地域スポーツクラブの活動支援 

 

（イ）成果（※印が評価基準となる項目） 

ａ社会体育施設等の活用 

 社会体育施設等の年間利用者数 

施設名      (人) 
利用者数 

対前年増減 
Ｈ２９ Ｈ３０ 

くすのきプラザ ６６，１６５ ６２，２８０ △３，８８５ 

揚倉山健康運動公園 ５８，３６３ ３５，１０１ △２３，２６２ 

空城山公園 １１０，０７４ １０２，８１９ △７，２５５ 

学校施設 １６５，４４２ １６１，００７ △４，４３５ 

合   計 ※ ４００，０４４ ３６１，２０７ △３８，８３７ 

 ｂスポーツ・レクリエーション活動の機会の拡充 

・開放事業、スポーツ教室、トレーニング指導の実施、スポーツ文化活動参加助成金事業 

 実績…スポーツ教室（１種類、参加者総計 90 人）、トレーニング指導（11 回、338 人）、助成（3 人） 

ｃスポーツ団体の育成・スポーツ指導者の養成 

・府中町体育協会・スポーツ推進委員協議会の活動を支援し社会教育施設で主催事業を実施。 

  実績…体育協会主催ｲﾍﾞﾝﾄ（参加者総計 123 人）、スポーツ推進委員主催ｲﾍﾞﾝﾄ（参加者総計 323 人） 

ｄ総合型地域スポーツクラブの活動支援 

   ・「呉娑々宇スポーツクラブ」の事業運営を支援するため、社会教育施設利用の優先的配慮を実施。 

ウウウウ    自己評価自己評価自己評価自己評価    

総合評価 Ｄ 

理  由 

社会体育施設が豪雨災害の避難所や災害廃棄物の仮置き場となり、使用中止となった期

間があり、貸出することができませんでした。 

達成率９０．６％（３６１，２０７／３９８，５００） 

エエエエ    課題と今後の方向性課題と今後の方向性課題と今後の方向性課題と今後の方向性    

定期活動団体及びその他の団体相互間の連携を図るため、その活動拠点として社会体育施設等を積極

的に提供します。また、スポーツ活動等においては、府中町体育協会などを中心とした組織体制を構築

し、併せて、総合型地域スポーツクラブの育成・強化については、指導・支援を行います。 

今後は、くすのきプラザの指定管理により、サービスをより向上させるよう計画していきます。 
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３３３３    安心・安全で質の高い教育環境の整備安心・安全で質の高い教育環境の整備安心・安全で質の高い教育環境の整備安心・安全で質の高い教育環境の整備    
    
（１）安心・安全で質の高い教育環境の整備（１）安心・安全で質の高い教育環境の整備（１）安心・安全で質の高い教育環境の整備（１）安心・安全で質の高い教育環境の整備    

    アアアア    施策の目標施策の目標施策の目標施策の目標    

 多様な学習活動に対応した機能的で質の高い教育環境の整備・充実に取り組むとともに、安心して学べる施

設・設備の改善・充実を図ります。特に、学校は、子どもたちが一日の大半を過ごす学習・生活の場であり、

非常災害時には地域住民の緊急避難場所としての役割も果たすことから、「府中町学校施設耐震化推進計画」に

基づき、優先的にその安全性の確保に努めます。 

  

【評価基準】  平成30年度目標値・・・（8施設） 

（内訳：くすのきプラザ及び町内小中学校） 

 Ａ：教育施設の耐震施設数の目標値を達成した。 

 Ｂ：教育施設の耐震施設数の目標値に対して達成率 90％以上 100％未満達成した。 

 Ｃ：教育施設の耐震施設数の目標値に対して達成率 80％以上 90％未満達成した。 

 Ｄ：教育施設の耐震施設数の目標値に対して達成率 80％未満達成した。 

    イイイイ    取組と成果取組と成果取組と成果取組と成果    

（ア）取組 

  平成29年度に評価基準の目標値である８施設の耐震化率100％を達成済みであり、平成30年度は、学校・

社会教育施設等利用・整備マスタープラン等に基づき、施策目標とも合致する府中南小学校便所改修工事設

計（トイレ洋式化）、府中公民館等改築工事設計（基本設計を完了し、引き続き実施設計に着手）を実施しま

した。 

（イ）成果 

教育施設の対象施設数 

年 度 Ｈ2９ Ｈ３０ 対前年増減 

目標値 ８施設 ８施設 — 

実績値 ８施設 ８施設 — 

達成率 １０0％ １００％ — 
 

    ウウウウ    自己評価自己評価自己評価自己評価    

総合評価 Ａ 

理  由 

「府中町学校施設耐震化推進計画」に基づき、平成29年度末時点で教育施設の耐震施設数の

目標値８施設を達成しました。 

その他の課題についても学校・社会教育施設等利用・整備マスタープラン等に基づき上記取

組を実施しました。 

    エエエエ    課題と今後の方向性課題と今後の方向性課題と今後の方向性課題と今後の方向性    

（課題） 

 学校施設の耐震化工事は終えましたが、校舎をはじめ、体育館、プール、給食棟の老朽化が進んでおり、大

規模な改修を必要とする施設があります。また、生活様式の変化から、トイレの洋式化も重要な課題の一つと

なっています。その他にも特別教室への空調設備設置や照明のＬＥＤ化などの課題があります。さらには、老

朽化した公民館等の社会教育施設の充実も図っていく必要があります。 

（今後の方向性） 

平成29年度に策定した学校・社会教育施設等利用・整備マスタープラン等に基づき、施設整備に必要となる

予算を確保し、計画的に進めていく必要があります。 
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第５第５第５第５    平成平成平成平成 30303030 年度の総括年度の総括年度の総括年度の総括    

 

平成30年度に本町教育委員会が行った施策を総括すると、主な成果は以下のとおりです。 

 

■学校教育 【あいさつ 感謝 志 を柱とした学校教育の推進】 

 ○信頼される学校教育を確立するために、教職員の意識改革・資質能力の向上を図る研修や、多様な目で

指導、支援、援助、点検・評価する仕組み作り、学校と連携・協力・情報共有を緊密に行う体制整備を

行いました。また、働き方改革を推進し、児童生徒と向き合う時間を確保し、教育の質を高めようとす

る取組を進めました。 

 ○各中学校区の「小・中学校教職員が協同で実施する研究組織」による小中連携の推進や、授業改善の進

捗状況確認のための各校教務主任・研究主任対象合同研修会の実施、各中学校区の研究成果を公開する

合同公開研究会の開催など、社会を生き抜く力を育成するための教職員の指導力の向上を図りました。 

 ○自分の夢や目標、周囲の人への思いをまとめたドリーム・ナビゲーションの作成や社会の一員としての

自覚を促すためのキャリアスタートウイークの実施、府中町にゆかりのある講師から生き方を学ぶ「志」

を育てる教育講演会の開催等により、児童生徒に将来の夢や仕事について考えさせ、夢の実現に向かい

挑戦する気持ちを育てる「志を育てる教育」を推進しました。また、外国人指導助手を活用した外国語

活動及び英語の授業の充実、英語検定受験に対しての検定料の助成により、広い視野を持ち、異なる文

化を理解するとともに、違いを尊重し共に生きるための態度や能力を育成する「国際化に対応した教育」

を推進しました。さらに、ＩＣＴの活用により実現が容易となる「視覚化」「共有化」「試行の繰り返し」

等を生かした「情報化に対応した教育」を推進しました。 

 ○平成30年度から町内全7校にコミュニティ・スクールを導入しました。積極的な情報発信や地域の人材

の活用など学校・家庭・地域が協働して教育する仕組み作りを推進した結果、学校の教育を信頼（満足）

している保護者の割合が増加し、７校を平均すると 93.1％と高い水準になっています。今後も、町内全

ての学校が信頼され、児童生徒が安心して通える学校、保護者・地域が児童生徒を安心して通わせる学

校になるために、コミュニティ・スクールの制度を最大限に活かしながら地域とともにある学校づくり

をさらに推進します。 

 ○発達障害専門性向上事業の活用により、特別支援教育の考え方を生かした授業改善を推進し、個に応じ

た指導の充実を図りました。さらに、青少年教育相談員及び学校生活・学習支援員による教育相談・学

習支援の充実や、スクール・カウンセラーやスクール・ソーシャルワーカーの配置増、教育支援員等に

よる一人一人の障害の状態や発達の段階に応じた支援の充実を図りました。 

■社会教育 【学びあい生きがいを育む社会教育の充実】 

 ○公民館では、定期活動者が自ら得た知識を地域へ還元する「学習ボランティア事業（府中公民館）」や「１

グループ１ボランティア事業（南公民館）」を引き続き実施しました。また、図書館では、利用者のニー

ズに応えるため図書資料を3,531冊購入し、図書館への来館を促して読書への関心を育み子育てを応援

するため、大学生のインターンシップ研修生、子ども司書や一般ボランティアからの参加による乳幼児

親子等を対象とした読み聞かせ「おはなし会」を実施しました。 

 ○町民が様々な文化に触れる機会を提供するため、「府中セミナー」「ふるさと再発見講座」等、様々なイ

ベントを開催し、多くの参加者がありました。講座等により養成したボランティアガイドが所属してい

る「府中町歴史・文化財ガイドクラブ」を活用して、歴史民俗資料館において小・中学校の校外学習支

援を実施しました。また、下岡田遺跡の国史跡指定に向け、地中レーダ探査及び過去の出土遺物の再整

理による遺跡の性格調査を実施しました。 

 ○スポーツの振興については、豪雨災害の影響によりくすのきプラザ等の社会教育施設の貸出を中止し、

スポーツの支援ができなかった期間がありましたが、復興支援のスポーツ教室やトレーニング指導の実

施及びスポーツ団体やスポーツ指導者の活動の支援を行いました。 

■教育環境整備 【安心・安全で質の高い教育環境の整備】 

 ○平成 29年度に設置した町内小中学校の普通教室・少人数教室の空調設備の運用を開始し、児童生徒の学

習環境の改善を図りました。また、「学校・社会教育施設等利用・整備マスタープラン」に基づき、府中南

小学校のトイレ洋式化のための設計や府中公民館及び歴史民俗資料館の改築工事基本設計を実施しました。 
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第６第６第６第６    評価委員の点検・評価評価委員の点検・評価評価委員の点検・評価評価委員の点検・評価 
 

 平成30年度教育委員会事務点検・評価について、令和元年7月19日にヒアリングを実施しました。平

成29年度事務点検・評価と比較し、諸施策の目標、評価結果の適切化とその根拠、今後の方向性、平成30

年度の総括などについての不明な点や疑問点について提起しました。後日、事務点検・評価の修正箇所を

確認しました。 

 その結果、平成30年度教育委員会事務点検・評価は適切であると判断します。 

  

 学校教育では、「(1)信頼される学校教育の確立」において、大きな成果が見られます。①学校の教育を

信頼(満足)している（小学校：H29；93.7→H30；93.9、中学校：H29；86.1→H30；91.1）、②先生はよいと

ころを認めてくれている（小学校：H29；84.1→H30；89.9、中学校：H29；82.3→H30；86.1）、③子どもと

向き合う時間が確保されている（小学校：H29；79.6→H30；87.8、中学校：H29；52.5→H30；82.7）と肯

定的な回答が目標値をすべて上回っています。特に「子どもと向き合う時間の確保」については、小学校

8.2ポイント、中学校30.2ポイントと増加しています。また、「(3)志をもち未来へ挑戦する児童生徒の育

成」においても、「将来の夢や目標はかなうと思う」について、小学校：H29；82.7→H30；87.4、中学

校:H29；65.0→H30；68.9と前年度より増加しています。さらに、全国学力・学習状況調査では、小中学

校とも全教科が県平均を２～５ポイント上回っています。これらは教職員の意識改革・資質能力の向上を

図る研修の充実などとともに、働き方改革を進め、小中学校が連携した組織的な運営の成果の表れである

と言えます。さらに、コミュニティ・スクールの全学校実働化と保護者・地域連携等について総合的に整

理し、児童生徒、保護者、地域から信頼される学校づくりを推進された成果とも言えます。 

 社会教育については、生涯学習活動数が1,341件で、前年度より101件減少していますが，目標値

1,086件を上回り、「Ａ」評価となっています。しかし、公民館活動グループの地域還元事業においては、

豪雨災害の影響もあり、98回と前年度より41回減少し、活動人数は2,974人で、10人増加ではあります

が減少傾向にあります。また、芸術・文化の普及・振興においても、あきふちゅう文化協会会員数は294

人で前年度より2人増ではありますが、活動団体の減少と次世代の育成が課題として挙げられています。

この傾向は、ここ数年来続いています。今後、子ども司書、中学生演劇部と共催のお話会など、児童生徒

によるボランティア活動等に加えて、青少年層によるダンス・バンド等のイベントやボランティア活動、

高齢者や地域の方々との交流活動などの場を設けるなど、郷土を愛し住みよいまちづくりを志す児童生

徒、青少年層の育成を推進されることを期待します。 

 今後も、目標や取り組みが形骸化することがないように、学校教育と社会教育とがそれぞれの今回の点

検・評価の成果と課題を共有し、連携した取組によるさらなる充実と発展を期待します。 

 

令和元年8月 

評価委員 

             比治山大学現代文化学部子ども発達教育学科 

 

教授  山田 惠次  
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